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◇新年あけましておめでとうございます 

今年は，元日から石川県の能登半島で大きな地震があり，２日には民間航空機と海上保安庁

機の衝突という事故が続き波乱の年明けとなりました。亡くなられた方々のご冥福をお祈りす

るとともに早期の復興を願わずにはいられません。 

そのような中，１月９日の始業式には子どもたちはいつもと変わらず，全員が元気に登校す

ることができたことを嬉しく思います。 

始業式では，学年代表の児童が冬休みの思い出や三学期に頑張りたいことを元気に発表して

くれました。できなかったことをできるようになりたいと願う心，将来こうありたいという姿

をイメージしてそこに向けて努力すること，大きな

事でも些細な事でも自分が頑張ろうと思うことがあ

ることが大事です。それが毎日を前向きに過ごすモ

チベーションとなり，やがてその子の成長に繋がる

のだと思います。その意味でも年の始めに目標を立

てることはとても意義があることです。 

今年一年が，子どもたちにとって素晴らしい一年

となることを願っています。 

 

◇二学期末の授業参観（親子レク），PTA研修会（学校保健委員会），

学年部会への参加ありがとうございました 
二学期末の授業参観へのご参加ありがとうございま

した。子どもたちの様子はいかがだったでしょうか。 

今回の授業参観にあわせ，２年生と６年生は親子レ

ク活動を行いました。２年生は親子でパンを作りまし

た。とても楽しそうに生地をこねて色々な形のパンを

作り，できあがったパンをうれしそうに見せてくれま

した。私もお裾

分けにあずかり

おいしいパンを

いただきました。６年生は親子で工作を行いました。２

年生の賑やかな様子とはまた違った落ち着いた雰囲気の

中，親子で楽しみながら風船に糸を巻いてランプシェー

ドを作ったり，時計を組み立てたりしている姿を見るこ

とができました。 



PTA 研修会（学校保健委員会）は，山梨県総合教育センターのチーフカウンセラーである保

坂三雄先生を講師にお迎えし，不登校について学習を深めることができました。現時点で，大

和小には不登校になっている児童はいませんが，不登

校はどこにでも，誰にでも起こる可能性があるという

ということ，そしてそのメカニズムと対応例などにつ

いて学ぶことができました。 

学年部会については，２学年一緒に行うとなかなか

話題が噛み合わないなどの課題点もご指摘いただきま

したので，今後に生かし改善していければと考えてお

ります。 

お忙しい中，ご来校ありがとうございました。 

 

◇地域のボランティア講師による書写指導 
 １月といえば，毎年恒例の「書き初め大会」があります。その書き初め大会に向けての練習

に講師としてボランティアで三枝照子さんが来て下さいました。 

三枝さんには，お忙しい中，二学期末，そして三学期始めと２度にわたり全学年の書写の指

導をしていただきました。各学年限られた時間内での指導ではありましたが，短時間でも字が

見違えるようにきれいになりました。やはり，専門の先生が教えてくれると違うなと感じまし

た。 

これからも学校だけでなく，専門的な知識や技能を持

っている学校外部の方々を積極的に学校にお招きし，学

校，家庭，地域みんなで子どもたちに様々な力を付けて

いくということを大切にした教育活動を展開していきた

いと考えています。 

 三枝さんには，学校支援地域ボランティアとして，澤

田正志さん，住倉薫さんと共に登校班の見守り活動もし

ていただいています。いつもありがとうございます。 

 

【大和小の良いところコーナー】 

☆高学年生の姿 

三学期も始業式が終わるとすぐに４～６年生が演台やピアノ等の片付けを始めました。

先生が何も言わなくても自然に手分けして片付けを行うことができています。 

大和小ではこれが普通の姿ですが，全ての小学校でこのようなことが行われているわけ

ではありません。もちろん，積極的に片付けに協力する児童はいますが，全員が主体とな

って片付けを行うというのはなかなかできることではありません。それができる大和小の

児童はとても素晴らしいと思います。率先して行動する姿，かっこいいです！ 


